
図面名称

縮尺 図示 図面番号 2/3

断面詳細図・工法図
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CB 4段積工法図
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新設CB 2段積
天端BM+300

CB 2段積工法図
A3 S=1/10
A4 S=1/20
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BM+50

1
2
0

1
0
0

8
0
0

50程度基礎幅

砕石幅

砕石基礎

基礎コンクリート
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宅地内最終桝

1.500

A3 S=1/20
A4 S=1/40

宅地内最終桝
断面図

天端BM+800

BM+700

勾配 2.5%

VPφ150

控え壁

VPφ100

勾配 1.0% 法第43条許可申請図面(例)

境界線名を明示

申請地内や隣接地に
がけ，擁壁があれば

高低差を明示

使用する鉄筋の規格等を明示

境界線名を明示

高低差を明示

前後の地盤高低差が40㎝以上の場合は

申請地内や隣接地に
がけ，擁壁があれば

鉄筋の規格等を明示

境界線名を明示

桝の位置を明示

作成者の記名

名称，位置を明示

規格，天端高を明示

高さ，幅を明示

規格，天端高を明示

高さ，幅を明示

基礎材等の名称，幅を明示

名称，位置を明示

基礎材等の名称，幅を明示

最終桝の種類，規格を明示

規格，名称を明示

構造物，基礎材の構造物，基礎材の

境界を赤線で明示

控壁等に使用する

放流先の

境界を赤線で明示

境界を赤線で明示

泥溜深さを明示

申請地内の雨水，汚水を適切に排出できる構造としてください
鈴鹿市開発指導技術基準に基づき，

勾配，流方向を明示
形状，寸法，種類，

控え壁を3.2m/1箇所設置すること


